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は じ め に

ドイ ツ語 の よ うな どち らか とい うと保守 的な印欧語で は,人 称 関 係 か ら見 た

所 有 の観 念 を表 わす のは,人 称 代 名 詞 の属 格meaner,deineretc.で は な く,

規 定 詞 型 の 付 加 語 的 曲用 を示 す 別体 系 の代名 詞,mein,deinetc.で あ り,そ れ

を普 通,所 有 代 名 詞Possessivpronomen(独),possessivepronoun(英)と 呼 ぶ.

英 語 にお い て は,こ の体 系 は消 滅 し,一 方,こ の名 称 はmine,yours,hisetc・ の

ま た別 の 代 名詞 体 系 を表 わす の に使 われ るよ うになって しま ってい る.正 確 に

言 う と,古 期 英 語(以 下OE)の,形 容 詞e.g.OEblind(男 性,主 格),blindne

(対 格),blindes(属 格)etc.1」 と同 じ曲用 を した所 有 代 名 詞minレin(上 述 の独

mein,deanと 対応)etc.が 中期 英 語 以 降 屈 折 を失 い,人 称 代 名 詞属 格 との 区燐

が な くな り,母 音 やhの 前 以 外 で は語 末 のnも 消 えて しま っ た(my,thy).も う

一 方,所 有 代 名 詞 のmxnpinの 形 態 を残 す 方 は,所 有 者 の人 称 関 係 を示 す 機 能

と被 所 有物 のpro-formの 機 能 との合 体 した二 重 の代 名 詞 性 を持 つ極 めて限定 さ

れ た別体系 とな って しま った(mine,thine).い わ ゆ る学 校 文 法 で い う所 有 代 名

詞 であ る.し か し,印 欧 語 一 般 の 観 点 か らす れ ば,こ の よ うな英 語 にお け る用

語 法 とそれ を生 み出 した文法 固有 の状 況は特殊 で あ り,所 有 代 名 詞 とい う と ド

イ ツ語 にお け る と同 じよ うな使 われ方 をす るのが普通 なので あ る2).以 下 に診

い て 「所 有 代 名 詞 」 を,学 校 英文 法 的 な意 味 で で は な く,ド イ ツ語 にお け る よ

うな伝 統 的 印欧 語比較文 法の意味で使 うが,「 人 称 代 名 詞 」,「 所 有 代 名 詞 」 と

い うよ うな 名称 の区分 に もかか わ らず,印 欧 語 の人 称 代 名 詞(の 属 格)と 所 有

代 名 詞 との 間 に は分 か ち難 い起源 的関連 が観 察 され,そ して この関 係 は,所 有

代 名 詞 の成 立 そ の もの に つ い て の考察 に対 して示 唆す る ところが あ る と思 われ

る.本 稿 は この面 に光 を 当 て よ う とす る もので あ る.
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すで にBurgmann(1904)p.412は,印 欧 語 の所 有 代 名 詞 が一 部 は人 称 代 名詞

の 属格 か ら生 じて い ること,ま た逆 に,所 有 代 名 詞 の あ る 曲用 形(格 形)が そ

の ま ま で人 称 代 名 詞 の属 格 に転用 され てい る ことに注 目してい る.印 欧 語 の 所

有 代 名 詞 とは,.__.般 に入 称 代 名 詞 と繋 が りの あ る語 幹 に形容 詞型 変化 の語尾 が

付 いた ものだが,Burgmannの 指 摘 の前 半 部 につ い て は,従 来,必 要 以上 に人

称 代 名 詞 属 格 形 と所 有代名 詞が結びつ け られ てい る.こ の点 に関 して は精 細 に

観 察 して,ど の程 度両 者 に は直 接 的 な関 係 カミあ るのか,又,そ の 関 係 の内 容 を

明 らか に しな けれ ばな らない.そ して この作 業 の大 枠 の 中で,Burgmann指 摘

の後 半 分 の事 実 もき ち ん と位 置 づ け られ て くる こ とが予想 され る.以 下,人 称

別 に,各 代 表 的 印 欧 語 に あ た りな が ら,こ の問 題 を考 え てみ よ う と思 う.

1-1人 称

Wright(1925)p.241は 古 期 英 語,1,2人 称 代 名 詞 の属 格 諸 形 は対 応 す る所有

代 名詞 の非屈折 形(e.g.男 ・中 ・女 性 の単 数,主 格 形)と 同 じで あ る と言 って

い る.ゴ ー ト語(以 下Gothaに つ い て は,も っ とは っ き り と,1,2人 称 代 名

詞 属 格 諸 形 は元 来,所 有 代 名 詞 の 中性,複 数,主 ・対 格 形 に 由来 す る と言 っ て

い る(Wright(1954)p.121).OE1人 称代,属 格,単 数min,複 数user,2人 称

代,属 格 単 数pin,複 数Bower;Goth.1人 称代,属 格,単 数meina,複 数

unsara,2人 称 代,属 格,単peina,複 数izwaraで あ り,特 にGoth.meina

の 形 態 は,1人 称 代 名 詞属 格 形 は本 来 の人 称 代 名詞 の語幹 に属 格語尾 が付い て

もた らされ た もの だ とす るには何 か異質 な要 素が入 ってい る ことを ほ の め か

す.Wrightは ゴー ト語 に見 られ る この 一na一は*-no一 に遡 り,1人 称,処 格

locativeを 表 わす 印 欧 語 共 通 基 語 形(以 下1-E)*mei一 とい う語 幹 と結 び付 い て

名 詞 を 形成す る(そ れ 故,形 容 詞 を 形成 印 欧 語 で は名 詞,形 容 詞 は形 態 論

上 本 質 的 な差 異 は ない)接 尾 辞 で あ る と言 うが(p.123),こ の点 に つ い て は他 の

印 欧 語 と詳 し く比 較 してみ る必 要が あ るであ ろ う.

Szemerenyi(1980)P.197はGoth.meinaは 印 欧語 共 通 基 語 形*meiと*mene

との 融 合 で あ る と言 っ てV・るが,そ の*meneは サ ン ス ク リ ッ ト(以 下Skt.)

mama,ア ヴ ェ ス タ(以 下Av.)mana,古 代 …教会 ス ラ ヴ語(以 下OChSi.)mene
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等 に よって支 え られ た印欧共 通基語1-E*meneで あ る と高 津(1954)P.251は

考 え,そ れ 以 上 の分 析 は して い な い3).Meillet(1937)P.335も 同 じでgenitif

toniqueと して1-E*meneを 考 え,そ れ 以上 の分 析 は加 え て い な い.彼 は,Skt.

mamaは 本 来Av.ananaに 見 られ る よ うな 形 で あ る と し,同 化 に よ ってn→m

と変 化 した と説 く(そ の 逆 の異 化 の例 と して はSzerner6nyiは ヒ ッ タ ・fト 語

amen〈*amen(e)を 挙 げ る).こ の よ うに*meneを これ 以 上 分 析 で きな い 固有

の1人 称 属 格 単 数 形 で あ る と考 え る人 が多 いの は,多 分,サ ンス ク リ ッ トの1

人 称 所 有 代 名 詞 の形 成 の仕 方 か ら くるので あろ う.サ ン ス ク リッ トに お い て

は,1人 称 単 数 属 格 形mamaに 更 に所 有代 名 詞 を 形 成 す る 一ka一とい う接 尾 辞

が 付 き,こ のmamaka-(最 初 のaは 長 母 音 化 す るが リ グ ・ヴ ェ ー ダ(以 下

RV.)で はmamma一 の ま ま)が 一a幹 の 形 容 詞 曲用 を し た も の が1人 称 単 数

(勿 論,所 有 者 につ い て の人 称,数 で あ り,形 容 詞 として は す べ て の性,数 格

に亙 り曲用 す る)の 所 有 代 名 詞 とな る.こ の形 成 の仕 方 か ら考 え られ る方向 は

人称代 名詞属格形→ 所有代名 詞で あ り,所 有 代 名 詞 は あ く ま で2次 派 生 的

で,そ の根 底 こそ,入 称代 名 詞 属 格 の固有 の形 態 で あ るとい うこ と で あ る.

M&cdonell(1916)P.113,(1927)p.79やWhitney(1889)P.197は そ の よ うに

考 えてV・る し,Szemer6nyi(1980)P.203も 同 様 で あ る.こ の よ うな発 想 か ら

はmama(*mene)を 更 に分 析 し よ う とは しな い で あ ろ う.し か し,こ の 考 え

方 は奇 妙 で あ る.1人 称 複 数 の場 合 を考 えて み よ う.Skt.1入 称代,属 格,複

数 はasmakamで あ るが,こ れ は少 な く と も更 に5つ の要 素 に分 析 で きるの で

あ る:a一 は本 来 の後 筒 辞encliticの 対 ・与 ・属 格 形nas(1-E,1人 称 複 数 語 根

*nes4)=1人 称
,複 数 与 ・属 格)の 低 減 階梯*PSの な が サ ンス ク リ ッ トで母

音 的 に顕 われた ものであ り,-sm一 は代 名 詞 に よ く見 られ る要 素 で あ り,そ し

て 一aで と りあ え ず1入 称 複数 の斜 格 共 通 の 語 幹 を作 り,一 人 称 代 名 詞 の 特

定 の格 形 に限定 され ない こ とに注意 して欲 しい一,更 に前 述 の所 有 代 名 詞 を

形 成 す る 一ka一が 付 い て,そ の 形容 詞 曲用 の お そ ら く中 性,単 数,主 ・対 格 形 が ・

人 称 代 名 詞属 格 に転用 され たので あろ う(Macdonel1(1916)P.104).と す る と,

複 数 で は,既 に紹 介 した方 向 とは逆 の所 有 代 名詞→ 人 称代 名詞属格 形 とい う'
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方 向が働v・て い るので あ る(Szemerenyiはmamakaと 同 じに人 称 代 名 詞属 格 形

→ 所 有 代 名詞 の方 向を考 えて い るが,単 数 に複 数 の場 合 を無 理 に合 わせ た感

じが否めない).同 じ1人 称 で ま っ た く逆 の方 向 の 形 成 の仕 方が とられ て い る

とはま った く不可解 であ る.後 者 の複 数 の場 合 の方 向 が確 定 的で あ るのが明 白

で あれ ば,む しろ疑 問 に思 われ て くるの は,1人 称単 数 の人 称 代 名 詞 属 格 形

一→ 所 有 代 名詞 の方 向で あ る.更 にasmakamの 形 は,意 味 上,属 格 とは関{系

な い他 の格(つ ま り主 ・対 格)が 属 格 に転 用 され て い る とい うこ とで も注 目し

な けれ ばな らない.

以 上 の考 察 か ら興 味 深 い の はSchmidt(1978)PP.92-93の 考 えで あ る.彼 は

Skt.mama等 に対 して1人 称,単 数,属 格 に1-E*(e)me-nさ を 想 定 し て,

f,(e)me一と 一nさを は っ き り と分 離 させ て い る.前 者 は1人 称 の 単数 各 格 形 に共

通 に見 られ る部分 で,別 に属 格 に固有 な わ け で もな い.後 者 は格 語 尾 と は 見

ず,む しろ奪格 的 意 味 を代 名 詞 に与 え る副 詞要素 と考 える.そ れ を実 証 す る も

の と して 彼 は古 代 高地 ドイ ツ語(以 下OHG.)dana(=現 独vonda),Goth.

レana-mais(furtherの 意 味),OHG.hina(=vinhoer)〈*ki-na,ラ テ ン語(以 下

■at.)supernさ 「上 に,上 か ら」,Lat.sine(=without),ギ リシ ャ語(以 下Gr.)

んα 「それ を以 て」 等 を挙 げ て い る.こ の よ うに して 彼 は*geneと い う形 態 の

1人 称 属 格 の固 有 性 を 疑 うので あ る.筆 者 は この よ うな こ とか ら1人 称 単 数 の

人 称 代 名 詞属 格 形 一→ 所有代 名詞 とい う形成 の方 向 は甚 だ疑 わ しい もの と考 え

ざるを得 ない.少 な く と もSchmidtの よ うに確 定 的 な複 数 の所 有 代 名 詞→ 人

称 代 名詞属 格形 の方向 とは真正面 か らぶつか らない線で,1人 称 代 名 詞 の単 数

属 格 形 の形 成 由来 を与 えなけれ ば な らないで あ ろ う.

ゴー ト語 の場 合,サ ンス ク リッ トの よ うな 一ka一が ない の で,形 容 詞 曲 用 の

語 尾 を 除 け ば,入 称代 名 詞 属 格 形 と所有 代 名 詞 は同 じ形態 であ り,従 っ て,所

『有 代 名 詞 形成 の問 題 に と らわれ ない最初 に挙 げたW
rightの よ うな,む しろ,

所有 代 名 詞 → 人 称 代 名 詞属 格 形 の方 向が考 え られ て くるのであ ろ う.そ して

結 果 として は この方 が 例 のSkt.1人 称代 名,複 数 属 格asmakamが 所 有 代 名

詞 か ら形 成 され た とい う方 向 と同 じで矛 盾 しないのであ る(Wrightに は この方
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絢 を採用 した もっ と積極 的 な理 由があ ると思 われ るが,こ れ はIIIで 触 れ る).

た だWrightは*meiと い う人 称 代 名 詞処 格 形 を所 有 代 名詞 の更 に根底 に もっ

て くるが,こ れ は極 め て怪 しい.こ れ は ゴー ト語 や古 期 英 語 の ゲ ルマ ン諸語 の

当該 の語 の母音形態 を説 明す るため に考 えた ものであ ろ うが,こ の点 との関 連

も含 めて,一 館 の要 素 を と らな い ラ テ ン語,ギ リシ ャ語 の 場 合 を次 に考 え てみ

よ う.

ラ テ ン語1人 称 代 名 詞 属 格mei,2人 称tui(3入 称 につ いて は,元 来指 示 代

名 詞 の属 格 で あ るejusで は な く,本 来 再 帰代 名 詞suiが この 系 列)に つ い て,

:Schmidt(1978)p .X38は,meiは2人 称tuiか らの類 推 で,tui〈*tew(2人 称 語

根)+*i(ラ テ ン語 の本 来 一〇 幹 名 詞 に見 られ る属格 単数語尾)がtuus:tui=

meus:xの 比 例 式 の左 辺 を構成 して い る こ とに基づ い て い る と考 える可能性

が あ るとしてい る.こ れ に はtui,meiを 直 に所有 代 名 詞 に起 源 的 に結 び つけ る

考 えはない.つ ま り,入 称 代 名 詞 の語 根 に い き な り属 格要素 が付 いて入称代名

詞属格 形tuiが 生 じ,そ の一 方 で,そ の語 根(の あ る階 梯 形)が その ま ま形 容

語 幹 とな って 曲用 したのが所有代 名詞 とい うわ けだ.こ こに は,人 称 代 名 詞 属

格 形 と所 有 代 名 詞 とはた だ も との語 根力洞'じ とい う点 で の み 間接 的 に関 係 す る

とい う注 目すべ き考 えが内包 されて い るが,2人 称(あ るい は再 帰代 名 詞)に

つ いて は言 え て も1人 称 に つ い て は は っ き りと 断 言 で き る も の か?(類 推

analogy以 外 の根 拠 は あ るの か?)Schmidtは も う1つ の可 能 性 も示 して い る.

そ れ は ラテ ン語,ギ 」シ ャ語 以 外 の 印欧 諸 語 の*(e)me一 寵 の場 合 と 同 じ よ う

に,ラ テ ン語 に お い て も人 称 代 名 詞属 格形meiは 所 有 代 名 詞meusの 男 ・申

性,単 数,属 格 形 が そ の ま ま入 称 代 名 詞 属 格 に転用 され た とい う考 えであ る。

この考 え方 も類 推 を根 拠 とす るが,も っ と説 得 力 が あ っ て,同 じ1人 称 代 名 詞

の 複数 属 格 形 のnostrumが,1人 称 複 数 の所 有 代 名 詞 の男 ・中 性,複 数 属

格nostrum(-umは 本 来 一〇 幹 名 詞 の複 数 属 格 語 尾,た だ し,普 通 の第1種,

・第2… 種 曲用 の 一6rum,-arumで は な く特 殊 な第2種 曲用 のdeusr神 」 に お け る

よ うな 一um)を そ の ま ま 転 用 した もの で あ る こ とか らの類推 に基 づ く.つ い で

な が ら,nostriは い っ たんnostrumか らの類 推 で で きたmeiか ら更 に形 態 的 に
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逆 類推 した ものであ る.筆 者 に は,説 明 の一 般 性 獲 得 か ら も この2番 目の 考 え

方 の方 が 可 能 性 が高 い よ うに思 われ る.こ うす れ ば,-nさ 要 素 を 含 ま な い ラテ

ン語 にま で,所 有 代 名 詞一→ 人 称 代 名 詞属 格 形 の方 向が確認 で き,そ の 分 だ け

印欧 語 の 広 い範 囲 に亙 って,少 な く と も1人 称 の単s複 数 共 に統 一 的 な説 明 が

可 能 とな るか らであ る.

と ころでSzemeエrenyi(1978)P.203に よれ ば,所 有 代 名 詞Lat.meus諸 形 は

1人 称,与 ・属 格1-E*mei/*moiに 起 源 を有 す る.こ れ は元 来 は*(e)m一 に与

格 を示 す 一eiと い う語 尾 が付 い た もの で あ り,サ ンス ク リ ッ ト後 筒 辞,与B

格 形me〈mai〈*mei,ギ リシ ャ語 与 格 形`μ ・iL,μ・L(こ の μ・Lは 後 筒 辞,与 格 形

だ が ホ メ ー ロス(以 下Hom.)に お い て は属 格 と して も用 い られ たe.g.κ λ2θ`

μoむ「私 に耳 を傾 け よ」(κλ6ω は属 格 を要 求 す る動 詞)5))等 に よ って 立 証 され て

い る.注 意す べ き点 は*mei/*moiは 後僑 辞 的 で あ り,属 格 に固 有 の 形 態 で は

なV・ とい う こ とで あ る.所 有代 名 詞属 格Lat.meiは 古 形 でmiで あ り(miは

*moiに 由来 す る
,Szemer6nyi(1978)p.201),更 に属 格 語 尾 一sが 付 い てmis

に もな るが,miの ま ま で 所 有 代 名 詞 と して後 代 に まで残 ったのがmeusの 呼

格e.g.mipaterr我 が 父 よ」,gnatemir我 が 息 子 よ」で あ る.興 味深 い の は後

者 の例 に そ っ く り対応 す る例 がギ リシャの悲劇作家 た ちの表現?ffCUOUμ ・G「我

が息 子 よ」 に見 られ る こ とで あ る(μ ・`は 本 来 与 格 だ が属 格 に転 用 され て い る

後筒辞人称代 名詞 で,ラ テ ン語 の場 合 の よ うな所 有 代 名詞 ではない).こ こ で

明 らか に な っ た の は,既 に指 摘 して お い たWrightの,Goth.meinaの 母 音e量

くGermanici〈1-Eeiの 説 明 と して処 格 形*meiを も って く る考 え方 の誤 り,

あ るい は 不 充 分 さで あ る.実 はGoth.meinaはSzerner6nyiの 指 摘 の通 りrne-

v
neと,こ こで 取 り上 げ た後 俺 的 与 ・属 格 形*meiと の 融 合 で あ っ た の だ(処 格

形 との繋 が りを言 うの で あ れ ば,与 格 に処 格 的 用 法 が あ る とい うご とであ る).

次 に ギ リシ ャ語 につ い て は ど うな ので あ ろ うか.1人 称 代 名 詞 単数 属 格 は ア

ッテ ィ カ方言(以 下Att.)6μoの,Hom渚 μeεoだが 元 は*eme-syoで あ り,1人

称 語 根*eme一 に代 名 詞属 格 に固 有 の語 尾 一syo6)が 付 い て で きた もので あ る.

一 方 ,所 有代 名詞 印 お,-rj,一・vは,1人 称 語 根`μ ・が そ の ま ま形 容 詞 の 曲用 を
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した もので あ り,人 称 代 名 詞属 格 と所 有 代 名 詞 との直接 的関係 はみ とめ られ な

い.1人 称 複 数 の所 有代 名 詞 加67ε ρ09,-a,一 ・〃に お い て 一7eρ一 とい う接 尾 辞 が

付 い て い るの は,ラ テ ン語 のnoster,-tra,-Crumに お け る 一ter-(-tr-)や ゴー一ト

語 のunsaraの 一ara一との 繋 が りを示 す が,別 に これ に よ って ギ リシ ャ語 で,

複 数 に お い て,所 有 代 名 詞 の 形 成 法 の あ る共 通 性 は暗示 して いて も,入 称 代 名

詞 属 格 形 と所 有代 名 詞 との直接 的 な関係 が ラテ ン語 や ゴー ト語 の よ うに確認 で

きるわけではな い.

以 上 見 て き た所 か らは っ き りして きた ことは,1人 称 代 名 詞 属 格 が そ の ま ま

所 有 代 名 詞 に転用 され る例 は,用 法 上 は別 に して 形態 上 の起 源 的な生成関係 で

は,確 か に用 法 上,deadnounに 対 して の 関 係 で,人 称 代 名 詞 属 格 が 形 容

詞 型 の変 化 をす る所有代 名詞 と同 じ意味 で使 われ ることは多 いのだが,こ こで

問 題 に して い るの は そ れ で はな く,形 態 上 の転 用 の 関 係 で あ る 仔 細 に検討

す る と,t'の 予 想 に反 して,皆 無 で あ っ て とい うこ とで あ る.と す る と冒頭

に挙 げ たBurgmannの 前 半 部 の観 察 は根 拠 を失 っ た と言 うべ きで あ ろ う.一一

般 に見 られ た の は もっ ぱ ら後 半部 の観 察 に符合す る現象で あ る.つ ま り,ギ リ

シ ャ語 を除 い て,サ ンス ク リ ッ ト,ア ヴ ェ ス タ,古 代 教 会 ス ラ ヴ語,ゴ ー ト

語sラ テ ン語 等 所 有代 名 詞 の あ る曲 用形(そ れ は属 格 形 で あ っ た り,主 ・対

格 形 で あ っ た りす るが)が 人 称 代 名 詞 属 格 形 に転 用 され てい る諸例 の場合 で あ

る(1人 称 代 名 詞 単 数 属 格*(e)vme-neに つ い て は人 称 代 名 詞 属 格 → 所 有 代 名

詞 の方向 を実証す る もの ではな く,ま っ た くそれ と関 係 な い成 立 過 程 が確証 さ

れ た).そ の ギ リシ ャ語 で も,人 称 代 名 詞属 格 形 が その ま ま所 有代 名詞 に 形 態

上 転用 され る例 はなか ったので あ る.

皿2人 称

2人 称 につ い て は,1で 述 べ た こ とが そ の ま ま言 え るの で,こ こで は更 に注

目す べ き もの の み を,あ るい は1人 称 に つ い て は当 て嵌 ま ら な い2人 称 特 有 の

(3入 称 と共 通 す る もの もあ るが)問 題 の み を検 討 す る.先 ず,2入 称 単 数 属

格Skt.Lavaを 考 え てみ よ う.tavaは 極 め て特 異 な こ とに,そ れ 自体 む きだ し

の語 根 で(し か も1人 称 語根 とは違 う語 根 構造 を持 つ),接 辞 要 素 は全 然 付 い
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ていない.語 根 が その ま まで あ る格 形 に使 われ る とい うのな らむ しろ対格 が多

い:e,g.Gr.1人 称 ざμξ(後 僑 辞 με)〈*(e)me,2人 称 σ6(後 僑 辞6E)〈*twe,3

人 称(本 来 再 帰 的)ε(後 筒 辞 ⇔ 〈*s(e)we;Skt.後 筒 辞1人 称ma〈*me,2人

称tva〈*ewe,こ れ らはす べ て 対 格 形 で あ り,属 格 と して使 わ れ てv・ るの はSkt.

2人 称tava〈*teweと リ トア ニ ア語(以 下Lith.)3人 称save〈*sewe位 で あ ま

幽り例 は な い
.対 格 形 は斜 格 の代 表 で あ り,主 格 形 に特 有 な それ 専 用 の語 根 以外

の もの(1人 称 で は主 格,単 数*eg-,属 格*wei一 以 外 の 単 数*(e)me-,複 数

*nes-)や
,同 じ語 根 で も主 格 に特 有 の 内 部 構 造 とは違 う構造 を持 つ もの(2人 称

で は,単 数 の主 格 の*tu一 の弱 階梯 と対 立 す る強 階 梯*twe,*tewや 延 長 階 梯

*twe
,複 数 の主 格 の*(y)us〈wesの 弱 階梯 一 一 主 格 に は単 複 通 じて 弱階梯 が き

て い る ごとに注意せ よ一 に対立 す る強階梯*wesや 低 減 階 梯*USを 持 つ もの)

が 斜 格 形 で 使 われ る とな る と,先 ず 対 格 形 で使 わ れ る と予 想 され るので(更 に

そ の上 で,他 の 格 に は そ れ ぞ れ 専 用 の格 語 尾 が付加 され る),裸 の語 根 が 対 格 と

して使 わ れ る の は十分 に理解 のい くところで あ る.も し対 格 で あ る こ とを更 に

明 示 す るので あれ ば,他 の斜 格 形 と同 じよ うに格 語 尾 を付 け られ る.そ の典 型

はSkt対 格m夏 一m,tva-mで あ る(た だ,そ の 一mは 主 格 語 尾 一amか ら の類 推

ら しい).と す る とtavaは あ る面 で 中立 的 な対 格 的語 根 が そのまま属格 に転用

され た もので はないの だろ うか(3人 称 代Gr.E〈*seweは 同 じ語 根 構造 を して

い て本 来 対格 で あ る).2入 称 所 有 代 名 詞tava-ka(RV.tave-ka)は そ の 対 格 的

語 根 に所 有代 名詞 を形 成す る 一kaとV・ う1人 称mama-kaと 同 じ接 尾 辞 が付v・

た もの で あ り,人 称 代 名 詞格 形 → 所 有 代 名 詞 とい う線 の転用 の方 向は考 えに

くい.つ ま り,2人 称 単 数 の 所 有 代 名 詞 は 中 立 的 な対格 的語 根 を介 して,成 立

起 源 的 に も間接 的 に の み入 称 代 名詞属格 と関 係 してい るの にす ぎないの だ.

サ ンス ク リ ッ トにお い て,所 有 代 名 詞 は 一kaを 付 加 す る こ との他 に,1,2人

称s単 ・複 数 共,奪 格 形 を語 幹 に して 一iyaを 接尾 辞 として 付 け る こ とに よ っ

て も作 られ る(mad-iya,tvad-ryaetc.).し か し正 確 に は一 一学 習 便 宜 上 で は な

7)奪 格 形 か ら形 成 す る もの で は な く
,語 根 に 一d-(-t-)要 素 を 付 けた もの

を も とに して作 る とい うこ とであ り,こ の 一d一要 素 は代 名 詞 に よ く見 られ る代
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'名詞 特有 要 素 で あ る(e .g.指 示代 名 詞,中 性,主 ・対 格tad,Lai.id)8).と す る

と入 称 代 名 詞属 格 形 → 所 有 代 名詞 の方 向 はます ます 怪 しくなって くるので あ

る.属 格 とい う特 定 の格 か らで は な く,申 立 的 な性 格 を持 つ 語 根 か ら,言 わ ば

垂 直 的方 向 で,所 有 代 名 詞 が 作 られ る例 の典 型 は し か しRVtva-kaで あ る

くWhitney(1889)P.198).こ れ は再 帰 代 名 詞 語 根sva一 か らそ の所 有 代 名 詞sva-

kaを 作 るの とま った く同 じ形 成 法 で あ るが,こ の 語 根tva一 は は っ き りと属 格

k用 され る場 合 の 語 根 内構 造 とは違 って い る.つ ま り先 の対 格 的 語 根 の とは

違 い,も っ と直 に,対 格 の場 合 の語 根 内 構 造 を して い る.し か し こ のtva一 も

先 のtavaも 同 一 の語 根 で あ る.た だtavaの 方 カミよ り中立 的 で あ り,そ れ は形

態 の上 か ら も言 え る(tava〈*teweはtva〈*tweと*tewの 構造 を兼 ね て い る の

だ).後f奇 辞 対 格 形tvaや 対 格 形tva-mも 同 じ語 根 で 強階 梯 のtva一 に.対して延

長 階 梯(*twe)と い う違 い が あ るの み だ.2人 称 単 数 の 語 根 の 内 部 構 造 の

vaxientを 挙 げ る と:*tu(主 格),*twe(tva-kaの 場 合 の 中立 的 対 格),*twe(対

格),*tewe(属 格 に転 用 され た 中立 的対 格),*te(与 格*te-iの 場 合).

2人 称 代 名 詞 複数 属 格yusmakamは1人 称 の場 合 と同`じよ うに綱 か くy-u-

lsm-ka-mと 分 析 で き る.y一 は2人 称 複 数 各 格 形 に共 通 に見 られ るy一 要 素,-u-

1は 一US一由来 で 後筒 辞 対 ・与 ・属 格vas〈*wesの 低 減 階 梯,-sm一 は代 名 詞 特 有 要 素,

・-ka一は 所 有 代 名 詞 形 成 の接 尾 辞 ,-mは そ の所 有 代 名 詞 の 中 性,単 数,主 ・対

格 形 を示 す格 語尾 で あ る.考 え られ るの は明 らか に所 有代 名詞→ 人称代 名詞

属 格形 の方向 であ り,そ の逆 で は な い.こ こで は,1の 所 で述 べ られ た主 ・対

格 形 が 属 格 に転用 され てい る とい うこ とを思 い返 して欲 しい.人 称代 名 詞 内 部

でtavaは 中立 的 な対 格 的 語 根 が属 格 へ そ のま ま転用 され た ものであ るこ と と

平 行 しての,所 有 代 名 詞 にお け る対 応 す る現 象 であ るか も知 れ ない こ とを述べ

るに止 め よ う.

皿3人 称

3入 称 の人 称 代 名 詞 とい う もの は本来存在 しない こ とに先 ず注意 しなけれ ば

癒 らない♂ 印欧 語で は3人 称 を表 わ す代 名 詞 を使 う場 合 は指 示 代 名 詞,男 性

施o-,女 性*sa-,中 性*to一 の 系 列 を これ に転 用 す るか(c8Skt.sa,Sa,tadの
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場 合)a空 間 の近 接 関 係 を表 わ す*i-,*ei一 の近 接指 示 代 名 詞 の系 列 を転 用 す る・

か(e.9.Lat,i-s(男),ea(女),i-d(中 性),Goth.i-s(男),s-i(女).i-ta(ヰr

性)(=英it))の どち らか で あ る こ とが 多 い.し か し,こ の よ うに指 代 代 名 詞M

か ら転 用 され た3人 称 代 名詞 に対 して は,そ れ に対応 す る所 有 代 名 詞 が 欠 如 し

てい るので,代 名 詞 性 を伴 う3人 称 の所 有 観 念 を表 わす 修 飾 語 には,こ れ らの

指 示 代 名 詞 の属 格 形 を 使 うか(Skt.ta-sya(男 ・中)sta-syas(女)sLat・ 伽sア

Goth.is(男 ・中),iz6s(女)),勿 論1,2人 称 で も,所 有 者観 念 を表 わす

場 合 に人 称代 名詞属格 が所有 代名詞 の他 に も使 われ が9)あ るい は更 に ま っ

た く別 の体 系 の属 格 や それ に対応す る所有代 名詞 を転用す るかの どち らかであ

る.こ の ま っ た く別 の体 系 の代 名 詞 とは再 帰代名詞 なのであ る.

再 帰 代 名 詞 の ラテ ン語 は対 格se(あ るい はsese),属 格sui(cf.suicide),与 一

格sibi,奪 格=対 格(古 形 で はsed)で あ るが,性 ・数 の 区別 が なv・ こ とに注.

目す る必 要 が あ る.そ の属 格 形suiは2人 称tuiか らの類 推 で で き た形 態 で あ

り,所 有 者観 念 を表 わす 場 合 に は,本 来,再 帰 的 な 「・・自身 の …」(one'sown_〉

の意 味 で 使 われ る.こ の再 帰 代 名 詞 の語 幹 を そ の ま まmeus型 の 形 容 詞 曲用 に

す れ ば,い わ ゆ る3人 称 の所 有 代 名 詞suus,-a,-umが で き る.し か し この用

法 もsuiの 場 合 と同 じで,元 来 は再 帰 的 で あ る(「 彼 の父 」 はsouspaterで は

な く,指 示 代 名 詞 を使 うpaterejusが ・普通).こ の 所 有 代 名 詞 は再 帰 代 名 詞 の

体 系 と同 じ く,所 有 者 で の性,数 の 区別 を して い な い(現 代 フ ラ ンス語 の 所有

形 容 詞 単 数son,sa,sesが 英 語 のX115,herと 違 って所 有 者 で の 性 の 区別 を して

い ないのは この名残 り)勿 論,被 所 有 物 に合 わせ て の性,数,格 変 化 はナ

る.再 帰 代 名 詞seに せ よ,(再 帰)3人 称 所 有 代 名 詞suus,-a,-umに せ よ,性,

数 の 区別 の な い の は,屈 折 言 語 の印 欧 語 として は か な り原 始 的な もので あ るこ

とを暗示 してい る.

ギ リシ ャ語 で は,こ の再 帰 代 名詞 の 系 列 が人 称 名 詞 として も ぐ り込 ん で い

る.つ ま りギ1シ ャ語 で は,3入 称 代 名 詞 は指 示 代 名 詞 か ら転 用 され た もので

はな く,再 帰 代 名 詞 か ら転 用 され た もの で あ る:3人 称 代 名 詞,単 数,属 格

Apt,oU,Hom.EEO〈*1-Eswe-syo,与 格Att.ou,Hom.rEOL〈*sew-oi,対 格Att-
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老Hom.CC/EC〈*seweで あ り,根 底 に再 帰 代 名 詞 の語 根*swe,*seweぶ あ る.3

人 称 主 格 が 欠 落 して い るの は元 来 が再帰代 名詞で あ るこ との証 拠 で あ る.勿

論,こ れ に対 応 す る3人 称 の所 有 代 名 詞os,[/,δ 〃 は普 通 の3人 称 の所 有 代 名

詞 と して も使 われ るが(主 に詩 形),ホ メ ー ロス に見 られ るが如 く,元 は 再 帰

`的に使 われ るの が 本 当 で あ
った.詩 形 以 外 の3入 称,非 再 帰 的 の 場 合 に は

漉7・ ∂,・示,一伽(α 加69,-r,-0の 斜 格 諸 形 は3人 称 代 名 詞 の代 用)が,再 帰 的

の 場 合 は ぎ伽7・rv,一ゆ,一伽(こ れ ら属 格 も含 め て 飢 び7・nv以下 の斜 格 諸 形 が ア

ッテ ィカ ・ギ リシ ャ語 のいわゆ る再帰 代名詞)が 使 われ る.高 津(1960)P.146

に よ る と,所 有 代 名 詞osetc.は 本 来 は3人 称 に限 らず,あ らゆ る入 称 に用 い

1られ た ら し く,ホ メ ー ロス に もそ の多 くの例 が あ る と言 う.と す る と*S(e)we

Yは本 来 「自身 」 を意 味 す る名 詞 語 根 であ った こ とが予想 され て くるので あ る.

ロ 本 語 で も 「私 の本 」 を 「自分 の本 」 とも言 え るよ うに,3人 称 の み な らず ど

の 人 称 で も使 え た はず であ る.

以 上 の よ うな,性,数 に限 定 され な い,更 に は人 称 に も限定 され な い再帰代

名 詞 の特性 はサ ンスク リッ トに よく残 ってい る.語 根 はsva〈1-E*sweで あ る

が,sva一 が そ の ま ま複 合 語 の前 分 に な る と同時 に(e.g.sva-janahr身 内 の 者,

=親類 」)
,代 名 詞 として 曲用 して 再 帰代 名 詞 に な る:属 格sva-sya(e.g.svasya

._-raaanam「 彼 自身 の王 を」)
,対 格sva-m(e.g.svamnrndantir彼 らは彼 ら 自身 を

責 め る」),sva-yamlP,貝 格svena(e.g.svenoparjitam〈svenauparjitam「 自身

に よ り勝 ち得 られ た」).こ の再 帰 代 名 詞 は3人 称 に限 らず,1,2人 称 で も,ど の

数(当 然 どの性)で も使 え る(ラ テ ン語 で は閉 され,ギ リシ ャ語 で はか す か に

そ の用 法 の名残 りがあ ったカミ,サ ンス ク リ ッ トで は ま っ た く非 限定 的 に使 え る

の だ).sva一 に 所有 代 名 詞 を形 成 す る 一ka一や 一kiya一を付 け る と再 帰代 名 詞 の 所

有 代 名 詞 がで き るが(同 じ よ うに どの人 称,数 に対 して もone'sown… の意 味 を

持 つ)}非 再 帰 的 な普 通 の 所有 代 名 詞 と して も使 える(主 に3人 称 で).特 に所

有 代 名 詞 を作 る 一ka-etc.を 付 け な い で,sva一 を そ の ま ま形 容 詞型 に も曲用(と

言 っ て もpurva-「 以 前 の 」 と同`じ よ うな や や特 殊 なpronominaladjectiveの 変

化 だ が)で き る点 は極 めて 注 目に値 す る.つ ま りsva一 を語 根 として一 方 に お
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いて代名 詞型 の曲用 がな され,も う一一方 にお いて 形 容 詞 型 の 曲用が な され,こ

の二 者 は そ のsva一 を根 底 に して 形 成 され る とい う点 で はまった く平行 的 で,

どち ら に も先 後 の優 先 が な い とい うこ とであ る.こ こに は(人 称)代 名 詞属 格

か ら所有 代 名 詞 が 形成 され る とい う方 向 は全 く観察 され ない ので あ る.sva一 の

性,数,人 称 に限 定 され な い原 始 性 に注 目す ると,こ こ に印 欧 語 の所 有 代 名 詞.

と人 称 代 名 詞 との同 等 な性 格 の根 源 が明示 され てい る と言 って も過言 で はない

だ ろ う.

最 後 に ゴー ト語 の場 合 に触 れ て お こ う.ゴ ー ト語 再 帰 代 名 詞 は3人 称 に限定

して いて,対 格sik<Germamicse+ke(seLat.se,Gr.Eと 同根),属 格seina,

与 格sisと 曲用 す るが,ラ テ ン語 と同 じで性,数 に よ る区別 は な い.seinaは

所 有 代 名 詞*seins(こ の主 格 が 普 通 欠 け て い る の は本 来 再帰 的であ ったか らでー

あ る)の 中 性,複 数,主 ・対 格 形seinaの 転 用 で あ り,1,2人 称 の 場 名 と同 じ

よ うに 一'w要 素 と内 部 母 音eiが あ る の は,1人 称meinaか らの類 推 で あ ろ う.

そ の所 有 代 名 詞*seins(と その 曲 用 諸 形)はLat.suusと 同 じ く再 帰代 名 詞 の1

系列 と同 じ語 根 か ら形 成 され,用 法 も本来 再 帰 的 で あ るの で,非 再 帰 的 な場 合

(並 び に3人 称 主 格 の 場 合e.9.「 彼 の … が」)に は,3人 称 代 名 詞 の 属 格,is・

(男 ・中性,単 数),ize(複),1ZOS(女 性,単 数),1ZO(女 性,複 数)を 代 用 す

る.し か し この所 有 代 名 詞 と人 称 代 名詞属 格 の関 係 は用法上 の代 用 の関係 であ

って,形 態 上 の成 立 起 源 的 な関 係 を示 す ものではな い こ とは言 うまで もない.

ゴ ー ト語 の3人 称 代 名 詞 は既 に触 れ た よ うに近 接指示代 名詞 か らの転用 であ っ

て,そ の属 格 形 は本 来 の属 格 形 で あ り,形 態 上 は 対応 す る所 有 代 名 詞 を も とも

と欠 いて い る(Skt.ta-syaの 一syaは 本来 の属 格 形 で あ る こ とを 示 して い る).

再 帰代 名 詞 は それ に対応 す る所 有 代 名詞 を本来有 して い るが,そ の 所有 代 名 認

が用 法 上 で の み,3人 称 代 名 詞 属 格 に繋 が っ て い る だ けなのだ.

最 後 に再 帰 代 名 詞 の 語 根 のvariantを 挙 げ て み る:*swe(Skt.sva,Gr.属

格oδ),*sew(Lai.所 有 代suus,Gr.所 有 代 δ蚊 ξf融 の場 合),*sewe(Lith.属

格save,(鉦 対 格)etc.こ の語 根 内部 構 造 とvariantは2人 称 単 数 語 根 の場 合 と

極 め て似 て い るこ とは大 い に注 目に値 す る.
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以 上,1,2,3人 称 を通 じて の 考察 か ら明 らか に なったのは,印 欧 語 の所 有 代

名 詞 は決 して入 称代 名 詞属格 形か ら作 られ た ものではない とい うこ とであ る:

印 欧 語 の 所有 代 名 詞 は,人 称 代 名 詞 の語 根(こ れ は便 宜 的 に そ う言 うの で あ っ

て所有代名 詞 の語根 と言 って もいい,要 は この両 者,共 通 の語 根 で あ る とい う

こ と)を そ の ま ま に して か(e.g.GL♂ μ色,Skt.sva-),そ の語 根 に更 に所 有 代 名

詞 を形 成 す る接尾辞 を付 けて語幹 に してか(e.g.Ski.sv&-ka-,RV.tava-ka-,

Lat.nos-ter-(-tr-)),そ の語 根 に接(尾)辞(群)を 付 け て,e.g.人 称 代 名 詞 の

と言 って も所有 代 名 詞 に も見 られ るのだか ら人称代 名詞固有 とは言 えない

対格 と言 うよ りも斜格 通格的 な(つ ま り特 定 格 と言 うよ り中立 的 な)語 幹 に し

て,更 に又,所 有 代 名 詞 形 成 の按 尾 辞 を付 けてか(e.9.Skt.a-sm-a-ka-,a-sm-a-

d-iya-,12)y-u-sm-a-ka,y-u-Sm-a-d-xya-),人 称 代 名 詞 の後 俺 辞,与 ・属 格 形(こ

れ とて 本 来 の人 称 代 名 詞 属 格 形 では ない し,そ もそ も人 称 代 名 詞 に固有 と も言

え ない)を 語 幹 に して か(e.g.Latmeus),語 根 に奪 格 な副 詞 を作 る接 尾 辞 を付

け て(又,更 に 所有 代 名 詞 形 成 の接 尾 辞 を付 けて)語 幹 に して か(e.g.RV,ma-

rna-ka-),あ るい は 以上 の最 後 の2つ の場 合 を 融 合 し て 語 幹 に し て か(e.g・

Goth.meins)の い ず れ か に した もの を形 容 詞 型 に曲用 させ た もの であ る.人 称

代 名 詞 諸 格 形 は当 然 以 上 と共 通 す る語根 か ら作 られ るが,語 根 の ま ま で特 定 の

格 に な るの は対格で あ り(e.9.Gr.ど μ6),そ の後 筒 辞 の場 合 で あ り(e.g.Skt.ma,

tva),更 に与 ・属 格 の機 能 を も併 せ持 つ 場合 で あ り(e.g.Mkt.n.as,vas),あ るv・

は本 来 対格 的 な もの で属 格 に転用 された ものであ る(e.g.tava).他 は 各格 に特

有 の語 尾 を 語 根 に,あ るい は接(尾)辞(群)を 付 け た 語幹 に付 け る こ とに よ って

作 る(e.gSkt.具 格,複a-smwa-bhis,y-u-Sm-a-bhis).又 は対 応 す る所有 代 名

詞 の あ る格 形 嘔 毬 主 ・対格,属 格)を 人 称 代 名 詞 の属 格 に転 用 す る のであ る

が,決 して そ の逆 方 向 の 形 成 は な い.人 称 代 名 詞 の特 定 の格 に固 有 な 形態 を持

つ ものが そのまま所有代 名詞(の 語 幹 に)転 用 され る例 もな い ので あ る.中 立

的 で通 格 的 な 対格 形 や,対 格 に 典型 的 に見 られ る語 幹,与 ・属 格 的 な後 筒辞,

奪 格 的 な副 詞 形成 の接 尾 辞 の付 い た語幹等 な ら所有代 名詞 との繋 が りはみ とめ
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られ るが,そ れは所有代名詞 との共有部分 と解すべきであろ う.つ ま り,所 有

代 名詞は,そ こから人称代名詞(属 格)へ の転用 こそあれ,人 称代名詞 とは成

立起源的にまった く同等の体系なのだ.以 上の関係 を模型的に図示す ると次 の

ようになる:

人称代名詞語根

語根そのままか乱+接(尾)辞(群)語 根そのままか、+接(尾)辞(群)
の語幹 の語幹

曲

用

人称代名詞
パラダイム

+接(尾)辞(群)の

共通 の語幹
所有代名詞
パラダイム

注

(1)Wright(1925)P.243もCampbell(1959)P.290もblindを も っ て き てv・ る

の は,そ れ を 以 て 共 に,a-,6一 幹 の 形 容 詞 の 曲 用 の 代 表 と して い るか ら で あ

る.

(2)つ い で な が ら,フ ラ ンス 語 の文 法 で は,所 有 代 名 詞pronompossessifとV・

う とlemien,1etien,lelienetc.を 指 す の で,英 文 法 で 言 う所 有 代 名 詞 に 近

い.た だ し,被 所 有 物 の 性,数 に 応 じ るlemien,lamienne,Iesmiens,les

miennes(以 上,所 有 者,1人 称,単 数)等 の 曲 用 を 示 す 点 と,3人 称1esien

etα の所 有 者 で の 性 の 区 別 を し な い とい う点 で 英 語 とは 異 な る.し か し印 欧

語 で い う所 有 代 名 詞 に 連 ら な る の は,む し ろ これ ら で は な く,所 有 形 容 詞
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adjectifpossessifと 呼 ば れ るmon,ton,son(son,saの 性 変 化 も所 有 者 で の

区 別 で は は な い)etc.の 体 系 の 方 で あ る.

〈3)Szemerenyi(1980)P.197は*meneむ しろ 後 代 の 発 達 で,後 に 述 べ るSchmidt

の 如 き(e)me-nさ の 分 析 もほ の め か し て い る が,Skt.所 有 代 名 詞,複 数

asmaka一 に も単 数mamaka一 に 合 わ せ て,人 称 代 名 詞 属 格 → 所 有 代 名 詞 の

成 立 過 程 を 考 え る無 理 を 犯 して お り,そ の 基 礎 で あ る*meneに 対 して ど の

程 度 こ の 分 析 を 自 分 の も の と して い るか 疑 問 で あ る.

く4)1人 称 代 名 詞 語 根 は主 格 の 場 合 と斜 格 の 場 合 で ま っ た く異 な る:単 数 で は

*eg-(主 格)(Skt .ah-am,Goth.ik.独ich,英1)に 対 して*(e)me-(斜 格);

複 数 で は*wei-(主 格)(Skt.vay-am,Goth,wei-s,独wir,英we)に 対 して

*nes -一(強階 梯)
,*ns-一(低 減 階 梯)(共 に斜 格).

く5)wackemage1(1928)P.76に よ る と,ホ メ ー ロ ス に は 他 に3人 称,後f奇 辞,

与 格oδ が 属 格 に 転 用 さ れ た 例 が 見 ら れ る.イ リア ドス(H(BookXVI,L531)

にf/fO'TTG・εあκ'加 ・vUEμ 的 αCBEOsC∂ ξαμ`〃・LO.「大 い な る 神 が 直 ち に,祈 願

し た 彼 の 言 を 聴 い て くれ た こ とを 」 とあ るが,3人 称,後 筒 辞,与 格 ・εは 属

格 に転 用 され た と解 す べ きで あ る.旗o"σeは ακ06ω の 第1ア オ リス ト,3

人 称,単 数 の 活 用 形 だ が,こ の 動 詞 は 属 格 を補 語 に 要 求 す る の が 本 来 だ か ら

だ.更 に こ の こ とを 立 証 して い る の は,Obに 結 び 付 くe敬oμ 伽 の ア オ リス

ト分 詞 ε∂ξαμ勧o`・ の 形 態 で あ る.こ れ は ホ メ ー ロ ス に よ く見 られ る,第2種

曲 用 の 形 容 詞 の属 格 形 で あ る か らOLは 明 ら か に属 格 に扱 わ れ て い る の で あ

る.

く6)こ の 一syoに つ い て は塩 田(X982)を 参 照 され た い.

く7)サ ンス ク リッ ト文 法 で は,人 称 代 名 詞 の場 合 も,複 合 語 の 前分 と して用 い

られ る形 を以 て語幹 の代表形 とす るわけだが(e.g,mad-krtaQr私 に よ って な

され た 」 のmat-,tvad-yonirあ な た に由来 す る」 のtvad-),そ して 確 か に一一

部 の所 有 代 名 詞 は そ こか ら作 られ,そ の形 態 が た ま た ま奪 格 形 と 等 し い の

でa奪 格 形 が よ く もち 出 され るが,そ れ は辻(1974)p,69も 指 摘 す る よ うに

1学習 便 宜 上 の こ とに過 ぎ』な く,成 立 起 源 上 の真 実 で は な い,Macdonell(1916)

-y-一



P.105に あ る よ う に,ヴ ェ ー ダ で は む しろ 一d-(-t-)を と ら な いma-,tva-r

asma-,yusmaの 方 が 複 合 語 の 前 分 に な る か ら だ(e.g.alma-drukr我 々 を 嫌

う」,tva-yata「 あ な た に 提 示 され た 」).

(8)Renou(1975)P.368は 複 合 語 前 分 に 見 られ る 奪 格 形 と同 じ 形 態 は 指 示 代 、

名 詞ta-d,関 係 代 名 詞ya-dか らの 類 推 と し て い る.

(9)Macdonell(1916)P.113に 見 られ る よ う に所 有 代 名 詞 が 実 際 に 使 わ れ て い

る 場 合 は 限 ら れ て い るが,成 立 起 源 の 上 で の 劣 勢 を 示 す も の で は な い と 思

う.

⑩Gr.ど 伽 丁・∂ に 相 当 す る よ うなatman一 を 語 幹 とす る再 帰 代 名 詞 も あ る が,

こ の ギ リシ ャ語 とサ ン ス ク リ ッ ト語 は 語 源 的 に 同 定 で き な い よ う だ.

Monier-Williams(1899)に よ る と 護tman-「 魂,抽 象 的 個 我 」 と同 源 の ギ リシ

ャ 語 は 面 ゲμ加 「息 」(cf.独Atem).、 、

⑪ こ の 形 態 は 複 数1人 称vayam,2人 称yuyamか ら の 類 推 で 主 格 形 と も

考 え られ る が,理 論 上,再 帰 代 名 詞 の 主 格 は あ り得 な い わ け で,お そ ら く対

格 形 の 語 幹 と語 尾 の 問 に 一y一が 入 っ た の で あ ろ う.e.9...ayu3Ysvayamdhur董

「私 は 自 身 を 棒 に つ な い だ 」 で は 対 格 と、して 使 わ れ て い る.又,不 変 化 辞 と

して 副 詞 的 に も使 わ れ る(e.g.svayamavasamr私 は 自 身 で 住 ん だ 」).更 に

そ れ 自 体 で 複 合 語 の 前 分 に も な る(e.g.isvayamja「 自 身 か ら生 れ た る」).

⑫ これ や 後 のyu脚adiyaと い う複 数 に お け る 一d一も奪 格 の で は な く,tad

etc.一か ら の 類 推 で あ る こ とは 単 数,madiya,tvadiyaの 場 合 と同 じ.c£ 注(8).
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